






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(8）長崎通信 N o 86No 86
ヒ
ク
で
α
メ
ソ
曽
舩
△
宝
剣
》
α
線
塾
内
と
外
の
核
危
機
は
い
っ
そ
う
増
ま
た
、
四
月
の
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
栄
は
、
全
世
界
に
深
刻
な
衝
撃
を
繰
勗
発
分
の
放
射
能
が
流
出
し
、
の
う
ち
に
地
球
を
取
り
ま
い
た
紙
鰯
α
側
て
い
鳥
は
、
も
し
が
七
月
⑦
眉
日
選
挙
で
α
与
党
圧
朏
α
魚
謝
を
、
中
回
根
首
相
は
「
八
六
年
体
制
が
始
ま
っ
た
」
と
の
べ
へ
が
、
野
党
や
労
働
運
動
、
市
民
運
動
、
反
核
運
動
《
で
分
断
・
吸
収
し
よ
う
と
す
る
新
国
家
主
義
、
い
〉
ゆ
る
「
挙
国
一
致
体
制
」
の
実
現
が
も
く
ろ
ま
れ
』
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
睡
中
で
、
八
月
末
の
核
戦
艦
ニ
ュ
ー
ジ
蝋
唾
核
状
温
と
屋
核
遜
副
亟
酔
睡
君
か
ら
四
一
年
か
す
き
・
戦
殉
咽
、
る
夜
愚
考
ま
羊
々
す
ぐ
段
“
反
核
証
言
運
動
一
九
八
七
年
度
方
針
● ●
Ｅ
欠
献
呵
爪
叩
翫
弘
号
己
爪
ｗ
△
富
鰍
神
△
画
戦
争
・
原
燭
α
体
剛
を
貝
宅
は
ね
お
し
侭
劇
・
反
核
の
証
言
を
も
っ
て
今
日
の
危
機
と
対
決
、
真
の
人
間
の
尊
厳
と
連
帯
を
か
ち
と
ろ
う
と
す
る
、
私
た
ち
の
証
言
運
動
は
、
こ
の
十
九
年
間
、
一
貫
し
て
こ
の
課
題
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
し
て
今
、
い
っ
そ
う
質
の
高
い
証
言
を
創
り
出
し
、
今
日
の
複
雑
な
核
状
況
と
対
決
し
て
い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
重
大
な
使
命
と
芯
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
証
言
者
と
記
録
者
、
作
家
の
い
っ
そ
う
緊
密
な
共
同
作
業
が
不
可
欠
で
あ
り
、
写
真
や
絵
、
音
楽
．
洩
画
等
に
よ
る
繊
合
的
厳
創
造
活
動
真
の
平
和
と
自
立
、
連
帯
を
め
ざ
し
．
核
兵
器
塵
絶
と
軍
縮
、
そ
し
て
貧
困
と
飢
餓
、
差
別
や
抑
圧
、
環
境
破
壊
と
た
た
か
う
と
い
う
、
国
連
「
国
際
平
和
年
」
の
課
題
は
、
さ
ら
に
持
統
し
て
追
求
す
べ
き
、
今
日
の
世
界
平
和
構
築
の
基
本
的
操
題
と
駁
っ
て
い
型
琶
窒
醐
卒
画
査
ヨ
壷
晦
醍
と
唖
亜
リ
カ
に
よ
る
届
分
簡
の
リ
ビ
ア
攻
撃
、
近
の
寝
室
ま
で
直
撃
し
た
テ
ロ
行
為
し
Ｅ
宣
脳
布
告
段
き
侵
洛
、
あ
る
八
ま
勝
’
１
１
● ●
一
一
一
鉦
酋
の
会
の
今
後
の
活
動
の
重
点
長
崎
の
証
言
の
会
は
広
島
の
証
言
の
会
と
共
に
、
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
と
市
民
を
始
め
と
す
る
全
国
的
な
証
言
運
動
の
組
織
で
あ
り
、
『
証
言
』
誌
と
た
方
針
は
、
い
ま
重
大
な
試
練
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
「
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
廃
絶
・
被
爆
者
援
護
法
の
実
現
」
と
い
う
共
通
謀
題
で
の
党
派
を
こ
え
た
団
結
は
、
証
言
の
会
の
原
点
で
あ
り
、
断
じ
て
崩
す
こ
と
の
で
き
な
い
根
本
命
題
で
も
あ
る
．
市
民
と
地
方
自
治
体
の
共
同
の
「
平
和
の
ひ
ろ
ば
‐
と
し
て
組
織
さ
れ
た
長
崎
平
和
推
進
協
会
の
前
進
や
、
「
非
核
都
市
宣
言
」
の
実
現
を
め
ざ
す
長
崎
の
反
核
市
民
運
動
の
中
で
、
証
言
の
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
も
大
き
い
。
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
前
に
、
私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
主
体
的
条
件
を
正
確
に
分
析
し
つ
つ
、
実
効
性
の
あ
る
運
動
を
企
画
し
、
後
世
に
悔
い
の
な
い
充
実
し
た
反
核
証
言
運
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体
験
と
生
活
の
記
録
‐
そ
れ
を
も
と
に
し
た
豊
か
な
表
現
活
動
、
説
得
性
の
あ
る
語
り
ぺ
活
動
、
そ
し
て
、
地
味
な
草
の
根
市
民
運
動
を
通
し
て
、
長
崎
と
日
本
、
世
界
の
新
し
い
展
望
を
切
り
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
の
展
開
が
必
要
と
厳
っ
て
い
る
．
原
水
禁
運
動
の
再
分
裂
が
進
行
し
、
「
被
爆
者
と
草
の
根
の
市
民
を
核
に
し
た
反
核
運
動
の
再
構
築
と
国
民
的
統
一
の
実
現
」
と
い
う
証
言
の
会
の
一
貫
し
■■■千一口=■■■■-ワニ乙延千．_三・_‐ロー二兎-F--,-..一一-二.言一一寺『,窓一一.主一一壷一一二-一,一-一一こ一一－ 一 一
証
言
の
会
一
九
八
六
年
度
活
動
総
括
｜
明
暗
二
様
の
情
勢
と
証
言
の
会
昨
年
十
一
月
の
証
言
の
総
会
以
後
、
米
ソ
首
脳
会
談
の
開
始
か
ら
今
年
十
月
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
で
の
決
裂
に
至
る
ま
で
、
世
界
は
明
暗
二
様
に
は
げ
し
く
ゆ
れ
て
き
た
。
日
本
国
内
の
動
き
で
は
、
天
皇
在
位
六
十
年
祝
賀
、
東
京
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
七
月
の
同
日
選
挙
へ
と
波
に
の
っ
た
中
曽
根
政
権
が
、
後
半
か
ら
か
げ
り
だ
し
、
そ
の
侵
略
戦
争
賛
美
や
人
種
差
別
発
言
等
が
、
海
外
の
き
び
し
い
批
判
を
招
く
に
至
っ
た
。
「
行
政
改
革
」
の
美
名
の
も
と
に
強
行
さ
れ
た
国
鉄
の
分
割
民
営
化
な
ど
、
「
戦
後
の
総
決
算
」
が
唱
え
ら
れ
、
新
た
な
「
戦
前
」
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
、
原
水
禁
運
動
の
分
裂
、
国
労
そ
の
他
の
労
働
運
動
の
危
機
も
進
行
し
て
お
り
、
反
核
市
民
運
動
も
重
大
な
試
練
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
の
証
言
の
会
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
冷
静
に
見
つ
め
な
が
ら
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
廃
絶
・
被
爆
者
援
護
法
の
実
現
を
求
め
る
草
の
根
の
被
爆
者
、
市
民
の
課
題
を
、
反
核
証
言
の
独
自
の
視
点
か
ら
す
る
ど
く
追
求
し
、
積
極
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
二
国
際
平
和
年
と
反
核
市
民
運
動
今
年
は
国
連
の
「
国
際
平
和
年
」
と
し
て
、
内
外
で
多
彩
な
行
事
が
行
な
わ
れ
た
が
、
私
た
ち
は
三
月
長
崎
の
証
言
運
営
委
員
会
アの
会
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
五
回
に
わ
た
る
「
国
際
平
和
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
企
画
し
、
他
の
市
民
団
体
と
と
隷
懲
Ⅷ
離
蕊
潟
篭
誠
蕊
藤
ま
」
に
至
る
、
被
爆
地
長
崎
か
ら
の
一
貫
し
た
主
題
の
追
求
は
、
そ
の
日
暮
ら
し
や
経
験
主
義
の
泥
沼
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
果
敢
な
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
『
証
言
』
に
も
何
回
か
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
運
営
と
宣
伝
、
普
及
の
面
で
今
後
い
っ
そ
う
の
創
意
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
反
核
市
民
運
動
の
面
で
は
、
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
る
長
崎
市
の
「
非
核
都
市
宣
言
」
が
今
だ
に
実
現
せ
ず
、
原
水
禁
大
会
の
分
裂
克
服
の
問
題
と
と
も
に
長
崎
の
市
民
運
動
の
重
大
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
長
崎
の
証
言
の
会
は
「
草
の
根
の
被
爆
者
・
市
民
を
核
と
す
る
国
民
的
統
こ
と
い
う
会
発
足
当
初
か
ら
の
原
則
を
堅
持
し
て
こ
れ
ら
に
対
処
し
て
き
た
。
し
か
し
、
統
一
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ
幹
事
団
体
ま
か
せ
で
、
草
の
根
運
動
と
し
て
の
積
極
的
役
割
を
果
た
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
他
の
年
間
行
事
、
四
・
二
須
磨
子
忌
、
八
・
一
五
と
十
二
・
八
の
不
戦
の
集
い
な
ど
は
、
被
災
協
そ
の
他
の
友
誼
団
体
と
共
催
、
持
続
し
て
き
た
。
三
反
核
証
言
運
動
の
総
括
長
崎
の
証
言
の
会
は
、
前
述
の
諸
活
動
に
取
り
組
み
っ
っ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
心
を
伝
え
る
反
核
総
合
誌
と
し
て
の
『
証
言
』
と
『
長
崎
通
信
』
の
編
集
刊
行
を
持
続
し
、
新
た
な
「
戦
前
」
復
活
や
核
戦
争
へ
の
危
機
を
す
る
ど
く
告
発
、
対
決
し
て
き
た
。
と
く
に
、
長
崎
担
当
の
『
証
言
』
焔
・
岨
・
加
号
の
証
言
座
談
会
、
証
言
篇
お
よ
び
特
集
論
文
は
、
い
ず
れ
も
会
員
や
会
友
に
よ
る
討
論
と
執
筆
で
あ
り
、
被
爆
地
長
崎
か
ら
発
し
た
反
核
証
言
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
広
島
・
長
崎
両
証
言
の
会
共
同
作
業
に
よ
る
在
韓
被
爆
者
の
証
言
を
収
録
し
た
『
イ
ル
ボ
ン
サ
ラ
ム
へ
』
、
竹
山
広
氏
の
反
核
歌
集
『
葉
桜
の
丘
』
、
あ
る
い
は
園
田
鉄
美
氏
ら
の
創
作
音
楽
『
平
和
の
旅
へ
』
、
荒
木
正
夫
氏
の
ビ
デ
オ
紙
芝
居
『
さ
よ
な
ら
は
お
乳
の
匂
い
』
、
朴
寿
南
の
映
画
『
も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ロ
シ
マ
』
な
ど
の
反
核
表
現
活
動
、
石
田
忠
氏
の
『
反
原
爆
論
集
』
刊
行
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
証
言
の
会
の
会
員
た
ち
が
、
自
分
や
仲
間
た
ち
の
被
爆
体
験
に
も
と
づ
い
て
記
録
、
創
造
し
た
作
品
や
論
文
で
あ
り
、
長
崎
の
ろ
う
あ
被
爆
者
の
証
言
集
『
手
よ
語
れ
』
や
原
爆
漫
画
『
ノ
ー
モ
ァ
・
ろ
う
あ
被
爆
者
』
と
と
も
に
、
新
し
い
表
現
活
動
、
反
核
思
想
創
出
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
市
民
運
動
、
証
言
運
動
、
語
り
べ
活
動
を
効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
会
運
営
の
上
で
、
事
務
局
の
パ
ー
ト
常
勤
化
は
実
現
し
た
が
、
編
集
部
の
若
返
り
は
果
た
せ
ず
、
運
営
委
員
会
の
刷
新
強
化
、
分
担
と
共
同
な
ど
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

